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研究成果の概要（和文）：旧満洲・間島（現在の中国東北の延辺朝鮮族自治洲）で盛んに行なわれた日本語教育
に関連して日本人である斎藤季治郎、鈴木信太郎、川口卯橘、渡部薫太郎、日高丙子郎、工藤重雄、濱名寛祐、
樋口芝巌、安東貞元、山崎慶之助、飯塚政之に焦点に当てて彼等の役割を明らかにし、現在に於いても盛んに行
なわれている日本語教育のルーツを明らかにしたものである。

研究成果の概要（英文）：In this research　focused on Japanese people in relation to the Japanese 
language education which was actively conducted in  Manchuria-kando and clarified their role. 
Therefore, we revealed the root of Japanese education that is actively being carried out now.

研究分野：日本文化・日本語教育

キーワード： 中国東北地方（旧満洲・間島）　日本語教育　日本人教師
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１．研究開始当初の背景 

間島の日本語教育の先行研究は、主に「支

配―抵抗」という二分法的な歴史視覚から日

本語教育は強制された言語教育として強調

されていた。そのため、間島朝鮮人が自主的

に行った日本語教育については見過ごされ

ており、朝鮮人、日本、中国の三者が各自の

思惑によって行った日本語教育を同時に取

り上げて研究しようとする視点が足りなか

った。 

 

２．研究の目的 

20世紀初期から「満鮮一体」として、植民

地朝鮮とともに日本の植民地支配において

重視された満洲間島地域において、朝鮮半島

と同様の「模範教育」を推進するために教育

者として間島に渡った日本人教師達、宗教団

体によって派遣された日本人教師達、ある目

的を持って間島に渡って日本人教師達の活

動を分析することによって間島地域の日本

語教育に与えた役割を明らかにすることで

ある。つまり、一口で日本人と言っても様々

な考え、思想を以て間島で日本語教育を繰り

広げられたことに着目して、彼等の経歴・思

想などの研究によって間島における「強制さ

れた日本語教育」「自主的に行った日本語教

育」に与えた役割を明らかにしようとするも

のである。 

 

３．研究の方法 

本研究は、文献研究であるため、初年度と

次年度はまず、既に収集した史料（長年間か

けて中国・韓国で発見・収集したもの）を分

析するとともに、補充作業として日本の外務

省外交史料館所蔵の「外務省記録」、中国の

档案館と図書館及び韓国の朝鮮総督府関係

資料の調査・追加調査を行う。それとともに、

史料の整理を行い、三者の史料をすり合わせ

て検討を行う。最後の年度は調査内容につい

て総合的な検討と分析を行い、三年間の研究

結果を纏める。 

 

４．研究成果 

本研究の研究成果は主に二冊の著書によ

って纏められる。本研究者の変わらぬ研究上

の関心は、「満洲・間島と日本人」というテ

ーマにある。このようにいうと、さして目新

しいテーマではないとの指摘を受けるかも

しれない。なぜなら、このようなテーマに関

する研究は、これまでに多くあるからである。

しかし、それは中国や韓国も革命的思想や行

動への日本人の関与という近代中国と日本

人、或いは近代韓国と日本人の関係の一面を

追究したに過ぎない。そのため、間島という

一つの地域の様々な分野に関わった日本人

を纏めて取り上げようとするのが一冊目の

著書の狙いでもある。本研究は、満洲・間島

の日本語教育と関連してこの地域に関わっ

た日本人（斎藤季治郎、鈴木信太郎、川口卯

橘、渡部薫太郎、日高丙子郎、工藤重雄、濱

名寛祐、樋口芝巌、安東貞元、山崎慶之助、

飯塚政之）を取り上げ、誰が、どうして、ど

のように、どういうことをしたかという事実

を明らかにしたものである。これらの研究活

動を単著『満州・間島における日本人-満州

事変以前の日本語教育と関連して-』として

上梓した。 

また、上記研究の延長線で、2017 年 7 月

29 日に九州大学にてワークショップ「植民地

満洲・間島における日本人教師の役割に関す

る研究：中国朝鮮族の日本語教育の過去・現

在・未来」を行い、槻木瑞生、金珽実、花井

みわ、朴仁哲、本田弘之、李東哲、永嶋洋一 の

共著として加筆・修正し、二冊目の著書『東

アジアの社会変動-アジア大陸の少数民族の

移動-』を世に出した。科学研究費の申請に

当たり研究目的として、20世紀初期から「満

鮮一体」として植民地朝鮮とともに日本の植

民地支配において重視された満洲間島地域

（現在の中国東北部延辺地域に当たる）にお



いて行われた日本語教育について研究する

もので、特に間島の日本語教育に関わった日

本人教師にスポットを当てて、間島地域の日

本語教育に与えた役割を明らかにすること

であり、これによって、戦後日本語教育が「地

域の外国語教育」として継続・継承された過

程の分析につながり、現地における今後の日

本語教育の発展に本研究が一助となると考

えた。その研究の中で、日本・中国の朝鮮族

研究者を集めて中国朝鮮族に対する日本語

教育の歴史から現在及び将来像まで描こう

とする試みであった。ワークショップ開催後

の総会で発表者達の内容から単なる中国朝

鮮族の教育・日本語教育だけではなく、アジ

ア大陸の少数民族（中国朝鮮族）の移動から

見えた東アジアの社会変動であるとの考え

を申し出、本書のタイトルを「東アジアの社

会変動‐アジア大陸の少数民族の移動-」に

し、時系列に論文を収録した。 
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